生 活 支 援 計 画 書（こころすこやか財団グループホームあおぞら　氏 名 種本サハ）　　平成2２年４月16日作成
	援助の全体目標

　　病気を再燃させないように、健康管理をきちんとして、元気に自分らしく生活する。

	短期目標

　　健康（ひざの痛み）からくる不安を軽減する。

　　精神的な不安は長引くことのないよう、そのつど解決を図っていく。
	長期目標

介護保険施設に移行するまで安定したグループホームでの生活を維持する

忘薬がないように毎日定期的に服薬する

	解決すべき課題（ニーズ）
	　援　助　目　標
	サービス　内　容
	評　　価

	ひざの痛みは年齢的ななこともあるので、日赤へ通院しながら様子を見ていきたい。　　
	痛いときは無理せずゆっくり自分のペースで続けるようにしましょう。
	痛いという辛さを共感するようにする。これ以上悪化しないように日赤受診は定期的に行うようにアドバイスする。注射の回数について支援する。
	

	精神的な不安を抱えやすいので、長引かないようにしたい
	同GHのメンバーとのトラブルなど何かあったときはすぐにスタッフに連絡し不安を解消するようにしましょう。


	トラブルが早期に伝えることが出来るような、環境を普段からつくって置くようにする。不安な事があると顔の表情も変るので、見逃さないようにする。
	

	生活リズムを壊さないで、日課であるデイナイトの参加は休まずに行きたい。


	いずれ介護保険施設に移行できるまでデイナイトには毎日参加し、安心してGH生活ができるようにしましょう（。介護保険事業所と連携をはかり介護タクシーの利用も考慮する）
	嫌いなプログラムなどは無理せず必要に応じて、休憩を取りながら参加するように、デイナイトのスタッフとも連携をとり、楽しく参加し生活リズムを崩さないようにする
	

	毎日忘れないで薬を飲むようにしたい。


	通院日には確実に通院し、薬はきちんと飲みましょう。


	確実に毎日服薬するように、服薬管理表をチェツクして、服薬の大切さを意識していただく。


	

	実家の天理教の日参の支払いが大変になっている。（月３万円）
	生活に無理のないような金額で支払いを考えましょう。
	人権や信仰の自由を脅かさないよう、また、家族関係では金の切れ目が縁の切れ目にならないよう、無理のないように家族に協力していただくように働きかける。
	


グループホーム入居しながら介護保険（生活保護の介護扶助）を受けるように進行中である

事業所は在宅介護支援事業所　「わえみ」ケアマネジャー　藤田孝子

利用サービスは　通院等乗降タクシーサービスをあおぞらからデイナイトへ朝のみ利用（三八五介護タクシーなど）

　　　　　　　　生活援助サービス（部屋の掃除、洗濯をヘルパーにやっていただく）。

同　意　書
こころすこやか財団グループホーム　は、　　　　　　　　　様に対する支援サービスの提供にあたり、アセスメント等に基づき、別紙計画（生活支援計画書）ついて説明しました。
平成　２２年　４月　１６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所　　　　　　こころすこやか財団グループホーム

住　　所　　　　　　〒　039-1104
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県八戸市大字田面木　字赤坂１６の３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こころすこやか財団　グループホーム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管 理 者

兼サービス管理責任者　　三浦とし子　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　説明者　　　　　　職　名　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　    　　　　　　印
　私は、こころすこやか財団　グループホームの職員（職名　　　　　　氏名　　　　　　　　）から別紙計画（生活支援計画書）について説明を受けたことを確認しました。この計画に同意し、承諾します。
平成　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　利用者　　　　　　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　印
介護保険の申請関係の経過
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